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第2 回 いのちの学校

在宅ホスピス医

ソーシャルデザインセンター淡路  presents
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　【参加費】

11000000 円
定員200名

【申込方法】

電話／ 0799-42-0399 メール／ hello@awajisoda.jp

【主催】
認定NPO 法人 ソーシャルデザインセンター淡路（SODA）

【後援】
淡路市・洲本市・南あわじ市（南あわじ市神代地頭方 1538-1）

■当事業は、「ひょうごボランタリー基金・中間支援活動助成金」を受けて実施しています。

チャンティー
シンガーソングライター

mini LIVEも開催！

「いのちに 寄り添う
響きを あなたに」

右のQRコードか電話・メール（ソーシャルデザインセンター淡路）の
いずれかの方法にてお申し込み下さい。

チャンティー 内藤いづみ



■講師師・ゲスト プロフィール

Naito  Idumi

1956 年生まれ、山梨県出身、甲府市在住。

ふじ内科クリニック院長・在宅ホスピス医。

 ・ホスピス在宅ケア研究会 やまなし代表 

 ・やまなし大使 ・前山梨県青少年協会理事長

 ・大正大学客員教授 ・山梨大学講師

テレビ出演
・毎日放送 情熱大陸「いのちに寄り添う医師」
・NHK E テレ『在宅医療』 
‒ うたう旅 ~骨の髄まで届けます ~
・NHK E テレ「あしたも晴れ ! 人生レシピ」の特集
「死をみつめて今を生きる ~医師 内藤いづみ (65)」

著書

・「最高に幸せな生き方と死の迎え方」オフィスエム
・「いのちの不思議な物語」佼成出版
・「いい医者 いい患者 いい老後」永六輔と共著 / 佼成出版
・「死ぬときに後悔しない生き方」総合法令出版
・「内藤いづみ講話集」ユーキャン
・「人間がいきているってこういうことかしら」
中村桂子との対談集 / ポプラ社                               など多数

甲府生まれ甲府在住のシンガーソングライター。

福島県立医大学を 1981 年に卒業後、三井記念病院、東京女子医大内科等に勤務。
イギリスでの生活とホスピス研修を経て、1985 年甲府市にふじ内科クリニックを開業。
進行がん、末期がんの患者や、地域の高齢者の人生を支える在宅ホスピスケアを 30 年
以上実践している。
イギリスのホスピスを日本に紹介し、日本の文化に根付いた死生観を育てることを提唱
し、がんになっても、高齢になっても幸せに生き、最終章を幸せに過ごせる社会になれ
るように、山梨県での在宅ホスピスケア、家での看取りのための訪問診療や家族のサポー
トなどのチーム医療、を実践している。
日本ホスピス在宅ケア研究会の理事を 20 年近く務め、現在は、ホスピス在宅ケア研究
会やまなしの代表として、様々な講師陣を招き、地域で一般市民へ定期的にホスピス学
校という学習会を開催。
ホスピスケア、終末期のいのちの支え方についての講演は全国で延べ 1000 回以上行っ
ている。
専門職だけでなく、一般の方々や小中高大学生にも、いのちの学びをともにし、いのち
を生ききる力を発揮させ、人間力を鍛え、ホスピタリティある医療者やこども、大人を
増やし、豊かな社会をつくっていきたいと、力を注いでいる。
ホスピスケアの実践、語り、著書を通じて社会貢献するトータルケアの医師である。
永六輔氏とは長い親交があり、ふたりで全国各地へ赴いた。

山梨を中心に各地で LIVE 活動を展開。2015 年から開始した朗読 × 歌 × 音楽を 1 
人で担当する” ヒキモノガタリスト” としても注目を集める。また、河口湖ジャズフェ
スティバル等において、弾き語りを交えたイベント司会者という新しい試みを開始し
ている。
2021 年には、まんがにっぽん昔ばなしを出がけた前田こうせい氏の新作アニメ " 約
束 " のイメージソングに抜擢され制作に参加。2024 年の新作 " ぽち桜 " ではポチの
声を担当。
池田あきこの人気キャラクター " 猫のダヤン " のイメージ音楽を担当する " ダヤンバ
ンド " ではピアノを担当。内藤いづみホスピス学校校歌を作曲。独自の方向性を大切
に山梨から世界へ音楽を発信している。 
地元甲府にて音楽教室 EIKO.MUSIC.CUBE を主宰。 昭和音楽大学電子オルガンコー
ス非常勤講師。

物心ついた頃から私の近くで心に寄り添ってくれたもの、それは音

楽でした。楽しい時、苦しい時、嬉しい時、寂しい時、音楽は自由

に形を変えて、必要な心の隙間に入って来てくれる。そんなふうに、

みなさんの心に寄り添える音楽をお届けしたいなと思っております。

どうぞよろしくお願い致します。                                     チャンティー
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